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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年9月13日(2018.9.13)

【公表番号】特表2017-525354(P2017-525354A)
【公表日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2017-505807(P2017-505807)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/47     　　　　
   Ａ６１Ｋ   51/08     ２００　
   Ａ６１Ｋ   38/17     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/566    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月1日(2018.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドであって、高親和性プログ
ラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドはヒト野生型のＰＤ－１配列の変異体であり
、
　（ａ）ＰＤ－１膜貫通ドメインを欠いており、および、
　（ｂ）ヒト野生型ＰＤ－１ポリペプチドに対して１つ以上のアミノ酸変化を含み、１つ
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以上のアミノ酸変化は、ヒト野生型ＰＤ－１ポリペプチドのＰＤ－Ｌ１との親和性と比較
して、プログラム細胞死１リガンド１（ＰＤ－Ｌ１）への高親和性プログラム細胞死１（
ＰＤ－１）模倣ポリペプチドの親和性を増加させ、１つ以上のアミノ酸変化は、Ｖ３９、
Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｒ４４、Ｍ４５、Ｓ４８、Ｎ４９、Ｑ５０、Ｔ５１、Ｄ５２、
Ｋ５３、Ａ５６、Ｑ６３、Ｇ６５、Ｑ６６、Ｖ７２、Ｈ８２、Ｍ８３、Ｒ９０、Ｙ９６、
Ｌ９７、Ａ１００、Ｓ１０２、Ｌ１０３、Ａ１０４、Ｐ１０５、Ｋ１０６、およびＡ１０
７から選択されるアミノ酸位置にあり、アミノ酸位置が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記
されるＰＤ－１タンパク質フラグメントに対する位置にある、高親和性プログラム細胞死
１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項２】
　高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドは、ＰＤ－Ｌ１に対して１
ｘ１０－７Ｍ以下のＫｄを有する、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ
－１）模倣ポリペプチド。
【請求項３】
　１つ以上のアミノ酸変化はＰＤ－Ｌ１と接触するＰＤ－１のアミノ酸位置に位置する、
請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項４】
　１つ以上のアミノ酸変化は、Ｖ３９、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｓ４８、Ｎ４９、Ｑ５
０、Ｔ５１、Ｄ５２、Ｋ５３、Ａ５６、Ｑ６３、Ｇ６５、Ｑ６６、Ｌ９７、Ｓ１０２、Ｌ
１０３、Ａ１０４、Ｐ１０５、Ｋ１０６、およびＡ１０７から選択されるアミノ酸位置に
あり、アミノ酸位置が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記されるＰＤ－１タンパク質フラグ
メントに対する位置にある、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）
模倣ポリペプチド。
【請求項５】
　（１）Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ；（２）Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ；（３）Ｎ４１Ｉまた
はＮ４１Ｖ；（４）Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ；（５）Ｒ４４ＹまたはＲ４４Ｌ；（６）Ｍ
４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ４５Ｄ；（７）Ｓ４８Ｄ、Ｓ４８Ｌ、Ｓ４８Ｎ、
Ｓ４８Ｇ、またはＳ４８Ｖ；（８）Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４９Ｓ；（
９）Ｑ５０Ｋ、Ｑ５０Ｅ、またはＱ５０Ｈ；（１０）Ｔ５１Ｖ、Ｔ５１Ｌ、またはＴ５１
Ａ；（１１）Ｄ５２Ｆ、Ｄ５２Ｒ、Ｄ５２Ｙ、またはＤ５２Ｖ；（１２）Ｋ５３Ｔまたは
Ｋ５３Ｌ；（１３）Ａ５６ＳまたはＡ５６Ｌ；（１４）Ｑ６３Ｔ、Ｑ６３Ｉ、Ｑ６３Ｅ、
Ｑ６３Ｌ、またはＱ６３Ｐ；（１５）Ｇ６５Ｎ、Ｇ６５Ｒ、Ｇ６５Ｉ、Ｇ６５Ｌ、Ｇ６５
Ｆ、またはＧ６５Ｖ；（１６）Ｑ６６Ｐ；（１７）Ｖ７２Ｉ；（１８）Ｈ８２Ｑ；（１９
）Ｍ８３ＬまたはＭ８３Ｆ；（２０）Ｒ９０Ｋ；（２１）Ｙ９６Ｆ；（２２）Ｌ９７Ｙ、
Ｌ９７Ｖ、またはＬ９７Ｉ；（２３）Ａ１００ＩまたはＡ１００Ｖ；（２４）Ｓ１０２Ｔ
またはＳ１０２Ａ；（２５）Ｌ１０３Ｉ、Ｌ１０３Ｙ、またはＬ１０３Ｆ；（２６）Ａ１
０４Ｓ、Ａ１０４Ｈ、またはＡ１０４Ｄ；（２７）Ｐ１０５Ａ；（２８）Ｋ１０６Ｇ、Ｋ
１０６Ｅ、Ｋ１０６Ｉ、Ｋ１０６Ｖ、Ｋ１０６Ｒ、またはＫ１０６Ｔ；および、（２９）
Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖから選択される１つ以上のアミノ酸変化を含
み、アミノ酸位置が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記されるＰＤ－１タンパク質フラグメ
ントに対する位置にある、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模
倣ポリペプチド。
【請求項６】
　（ａ）Ｖ３９、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｓ４８、Ｎ４９、Ｑ５０、Ｋ５３、Ａ５６、
Ｑ６３、Ｇ６５、Ｑ６６、Ｌ９７、Ｓ１０２、Ｌ１０３、Ａ１０４、Ｋ１０６、およびＡ
１０７；
　（ｂ）Ｖ３９、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｓ４８、Ｑ５０、Ｔ５１、Ｄ５２Ｆ、Ｋ５３
、Ａ５６、Ｑ６３、Ｇ６５、Ｑ６６、Ｌ９７、Ｓ１０２、Ｌ１０３、Ａ１０４、Ｋ１０６
、およびＡ１０７；
　（ｃ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｒ４４、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｍ８３、
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Ｌ９７、Ａ１００、およびＡ１０７；
　（ｄ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｑ６６、Ｍ８３、
Ｌ９７、およびＡ１０７；
　（ｅ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｑ６６、Ｈ８２、
Ｍ８３、Ｌ９７、Ａ１００、およびＡ１０７；
　（ｆ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｍ８３、Ｌ９７、
Ａ１００、およびＡ１０７；
　（ｇ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｒ４４、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｌ９７、
Ａ１００、およびＡ１０７；ならびに、
　（ｈ）Ｖ３９、Ｌ４０、Ｎ４１、Ｙ４３、Ｍ４５、Ｎ４９、Ｋ５３、Ｌ９７、Ａ１００
、およびＡ１０７、
から選択されるアミノ酸位置にあるアミノ酸変化を含み、アミノ酸位置が、ＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：２に明記されるＰＤ－１タンパク質フラグメントに対する位置にある、請求項１
に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項７】
　（ａ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｎ４１ＩまたはＮ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３Ｆまたは
Ｙ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ４５Ｄ｝、｛Ｓ４８Ｄ、Ｓ４８
Ｌ、Ｓ４８Ｎ、Ｓ４８Ｇ、またはＳ４８Ｖ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、または
Ｎ４９Ｓ｝、｛Ｑ５０Ｋ、Ｑ５０Ｅ、またはＱ５０Ｈ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５３Ｌ｝、
｛Ａ５６ＳまたはＡ５６Ｌ｝、｛Ｑ６３Ｔ、Ｑ６３Ｉ、Ｑ６３Ｅ、Ｑ６３Ｌ、またはＱ６
３Ｐ｝、｛Ｇ６５Ｎ、Ｇ６５Ｒ、Ｇ６５Ｉ、Ｇ６５Ｌ、Ｇ６５Ｆ、またはＧ６５Ｖ｝、｛
Ｑ６６Ｐ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ｓ１０２ＴまたはＳ１０２Ａ
｝、｛Ｌ１０３Ｉ、Ｌ１０３Ｙ、またはＬ１０３Ｆ｝、｛Ａ１０４Ｓ、Ａ１０４Ｈ、また
はＡ１０４Ｄ｝、｛Ｋ１０６Ｇ、Ｋ１０６Ｅ、Ｋ１０６Ｉ、Ｋ１０６Ｖ、Ｋ１０６Ｒ、ま
たはＫ１０６Ｔ｝、および、｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝；
　（ｂ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｎ４１ＩまたはＮ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３Ｆまたは
Ｙ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ４５Ｄ｝、｛Ｓ４８Ｄ、Ｓ４８
Ｌ、Ｓ４８Ｎ、Ｓ４８Ｇ、またはＳ４８Ｖ｝、｛Ｑ５０Ｋ、Ｑ５０Ｅ、またはＱ５０Ｈ｝
、｛Ｔ５１Ｖ、Ｔ５１Ｌ、またはＴ５１Ａ｝、｛Ｄ５２Ｆ、Ｄ５２Ｒ、Ｄ５２Ｙ、または
Ｄ５２Ｖ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５３Ｌ｝、｛Ａ５６ＳまたはＡ５６Ｌ｝、｛Ｑ６３Ｔ、
Ｑ６３Ｉ、Ｑ６３Ｅ、Ｑ６３Ｌ、またはＱ６３Ｐ｝、｛Ｇ６５Ｎ、Ｇ６５Ｒ、Ｇ６５Ｉ、
Ｇ６５Ｌ、Ｇ６５Ｆ、またはＧ６５Ｖ｝、｛Ｑ６６Ｐ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、または
Ｌ９７Ｉ｝、｛Ｓ１０２ＴまたはＳ１０２Ａ｝、｛Ｌ１０３Ｉ、Ｌ１０３Ｙ、またはＬ１
０３Ｆ｝、｛Ａ１０４Ｓ、Ａ１０４Ｈ、またはＡ１０４Ｄ｝、｛Ｋ１０６Ｇ、Ｋ１０６Ｅ
、Ｋ１０６Ｉ、Ｋ１０６Ｖ、Ｋ１０６Ｒ、またはＫ１０６Ｔ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ
１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝； 
　（ｃ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｒ４４ＹまたはＲ４４Ｌ｝、｛Ｍ４５Ｑ、
Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４
９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５３Ｌ｝、｛Ｍ８３ＬまたはＭ８３Ｆ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９
７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ａ１００ＩまたはＡ１００Ｖ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１
０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝； 
　（ｄ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ
４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５
３Ｌ｝、｛Ｑ６６Ｐ｝、｛Ｍ８３ＬまたはＭ８３Ｆ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、またはＬ
９７Ｉ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝； 
　（ｅ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ
４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５
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３Ｌ｝、｛Ｑ６６Ｐ｝、｛Ｈ８２Ｑ｝、｛Ｍ８３ＬまたはＭ８３Ｆ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９
７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ａ１００ＩまたはＡ１００Ｖ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１
０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝； 
　（ｆ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ
４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５
３Ｌ｝、｛Ｍ８３ＬまたはＭ８３Ｆ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ａ
１００ＩまたはＡ１００Ｖ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝ 
　（ｇ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｒ４４ＹまたはＲ４４Ｌ｝、｛Ｍ４５Ｑ、
Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４
９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５３Ｌ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ａ
１００ＩまたはＡ１００Ｖ｝、および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝；
ならびに、
　（ｈ）｛Ｖ３９ＨまたはＶ３９Ｒ｝、｛Ｌ４０ＶまたはＬ４０Ｉ｝、｛Ｎ４１Ｉまたは
Ｎ４１Ｖ｝、｛Ｙ４３ＦまたはＹ４３Ｈ｝、｛Ｍ４５Ｑ、Ｍ４５Ｅ、Ｍ４５Ｌ、またはＭ
４５Ｄ｝、｛Ｎ４９Ｃ、Ｎ４９Ｇ、Ｎ４９Ｙ、またはＮ４９Ｓ｝、｛Ｋ５３ＴまたはＫ５
３Ｌ｝、｛Ｌ９７Ｙ、Ｌ９７Ｖ、またはＬ９７Ｉ｝、｛Ａ１００ＩまたはＡ１００Ｖ｝、
および｛Ａ１０７Ｐ、Ａ１０７Ｉ、またはＡ１０７Ｖ｝、
から選択されるアミノ酸変化を含み、アミノ酸変化が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記さ
れるＰＤ－１タンパク質フラグメントに対するものである、請求項１に記載の高親和性プ
ログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項８】
　（ａ）Ｖ３９Ｒ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｓ４８Ｇ、Ｎ４９Ｙ、Ｑ５０Ｅ、Ｋ
５３Ｔ、Ａ５６Ｓ、Ｑ６３Ｔ、Ｇ６５Ｌ、Ｑ６６Ｐ、Ｌ９７Ｖ、Ｓ１０２Ａ、Ｌ１０３Ｆ
、Ａ１０４Ｈ、Ｋ１０６Ｖ、およびＡ１０７Ｉ；
　（ｂ）Ｖ３９Ｒ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｓ４８Ｎ、Ｑ５０Ｈ、Ｔ５１Ａ、Ｄ
５２Ｙ、Ｋ５３Ｔ、Ａ５６Ｌ、Ｑ６３Ｌ、Ｇ６５Ｆ、Ｑ６６Ｐ、Ｌ９７Ｉ、Ｓ１０２Ｔ、
Ｌ１０３Ｆ、Ａ１０４Ｄ、Ｋ１０６Ｒ、およびＡ１０７Ｉ；
　（ｃ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｒ４４Ｙ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ
５３Ｔ、Ｍ８３Ｌ、Ｌ９７Ｖ、Ａ１００Ｉ、およびＡ１０７Ｉ； 
　（ｄ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ５３Ｔ、Ｑ
６６Ｐ、Ｍ８３Ｌ、Ｌ９７Ｖ、およびＡ１０７Ｉ；
　（ｅ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｓ、Ｋ５３Ｔ、Ｑ
６６Ｐ、Ｈ８２Ｑ、Ｍ８３Ｌ、Ｌ９７Ｖ、Ａ１００Ｖ、およびＡ１０７Ｉ； 
　（ｆ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｉ、Ｎ４１Ｉ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ５３Ｔ、Ｍ
８３Ｌ、Ｌ９７Ｖ、Ａ１００Ｖ、およびＡ１０７Ｉ； 
　（ｇ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｉ、Ｙ４３Ｈ、Ｒ４４Ｌ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ
５３Ｔ、Ｌ９７Ｖ、Ａ１００Ｖ、およびＡ１０７Ｉ； 
　（ｈ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｉ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ５３Ｔ、Ｌ
９７Ｖ、Ａ１００Ｖ、およびＡ１０７Ｉ；ならびに、
　（ｉ）Ｖ３９Ｈ、Ｌ４０Ｖ、Ｎ４１Ｖ、Ｙ４３Ｈ、Ｍ４５Ｅ、Ｎ４９Ｇ、Ｋ５３Ｔ、Ｌ
９７Ｖ、Ａ１００Ｖ、およびＡ１０７Ｉ、
から選択されるアミノ酸変化を含み、アミノ酸変化が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記さ
れるＰＤ－１タンパク質フラグメントに対するものである、請求項１に記載の高親和性プ
ログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項９】
　高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドは、融合パートナーを含む
、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項１０】
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　融合パートナーは、ヒト免疫グロブリンポリペプチド配列のフラグメントである、請求
項９に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項１１】
　フラグメントは（ａ）ＣＨ３ドメイン、および、（ｂ）Ｆｃ領域の一部または全体から
選択される、請求項１０に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプ
チド。
【請求項１２】
　融合パートナーは、多量体化ドメイン；サイトカイン；弱毒化サイトカイン；４１ＢＢ
アゴニスト；ＣＤ４０アゴニスト；ＢＴＬＡおよび／またはＣＤ１６０の阻害剤；ならび
に、ＴＩＭ３および／またはＣＥＡＣＡＭ１の阻害剤から選択される、請求項９に記載の
高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項１３】
　Ｒ８７Ｃ、Ｎ９１Ｃ、およびＲ１２２Ｃから選択される１つ以上の変異を含み、アミノ
酸位置が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に明記されるＰＤ－１タンパク質フラグメントに対す
る位置にある、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプ
チド。
【請求項１４】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３－２５と３９－４６のいずれかで明記されるアミノ酸配列を含
む、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項１５】
　検知可能な標識をさらに含む、請求項１に記載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－
１）模倣ポリペプチド。
【請求項１６】
　検知可能な標識は、陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）画像化標識である、請求項１５に記
載の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチド。
【請求項１７】
　請求項１の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドを含む医薬製剤
。
【請求項１８】
　請求項１の高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドに第２の細胞を
接触させることによって第１の細胞上のＰＤ－１と、第２の細胞上のＰＤ－Ｌ１および／
またはＰＤ－Ｌ２との相互作用を阻害するための生成物の製造における高親和性プログラ
ム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドの使用。
【請求項１９】
　癌または慢性感染症の処置のための薬剤の製造における請求項１の高親和性プログラム
細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドの使用。
【請求項２０】
　高親和性プログラム細胞死１（ＰＤ－１）模倣ポリペプチドが、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
４に明記されるアミノ酸配列を含む、請求項１９に記載の使用。
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